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世界貿易の歴史 代表的なもの

代表

中国 シルクロード

ギリシア 地中海貿易

スペイン

ポルトガル

奴隷貿易 1250万人

金銀貿易

オランダ 香辛料

イギリス 綿織物・茶
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中南米原産の農産物（15世紀以降西欧流入）

農産物
ジャガイモ
トウモロコシ
サツマイモ
トマト
トウガラシ
カボチャ
落花生

薬物･嗜好品
タバコ
コカ
カカオなど

その他
ゴム
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日本の対世界貿易額の推移ー１
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ー２（最近の差引額推移状況）
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日本の貿易相手国上位10カ国2020年ー１

輸出相手国トップ10

1位：中国 / 150,820億円 (22.1%)

2位：アメリカ / 126,108億円 (18.4%)

3位：韓国 / 47,665億円 (7.0%)

4位：台湾 / 47,391億円 (6.9%)

5位：香港 / 34,146億円 (5.0%)

6位：タイ / 27,226億円 (4.0%)

7位：シンガポール / 18,876億円 (2.8%)

8位：ドイツ / 18,752億円 (2.7%)

9位：ベトナム / 18,258億円 (2.7%)

10位：マレーシア / 13,435億円 (2.0%)

輸入相手国トップ10
1位：中国 / 175,077億円 (25.7%)

2位：アメリカ / 74,536億円 (11.0%)

3位：オーストラリア / 38,313億円
(5.6%)

4位：台湾 / 28,629億円 (4.2%)

5位：韓国 / 28,416億円 (4.2%)

6位：タイ / 25,401億円 (3.7%)

7位：ベトナム / 23,551億円 (3.5%)

8位：ドイツ / 22,763億円 (3.3%)

9位：サウジアラビア / 19,696億円
(2.9%)

10位：アラブ首長国連邦 / 17,502億円
(2.6%)
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ー２

22%

18%

7%6%

47%

輸出

中国

アメリカ

韓国

台湾

その他

26%

11%

6%
4%

53%

輸入

中国

アメリカ

オーストラリア

台湾

その他



日本の主な輸出入品目ー1

輸出品目 輸入品目
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ー２（2020年）

14%

6%

5%

4%

4%
67%

輸出

自動車

半導体

自動車部品

鉄鋼

半導体製造装置

その他

7%
5%
5%

4%

4%

75%

輸入

原油

LNG

医薬品

通信機器

衣類

その他



ロシアの一般的事項
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ロシアの基礎的経済指標
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日本とロシアの貿易等
日本との貿易 単位100万ドル 日本企業の投資額

12



日本とロシアの貿易（2020年）ー１
輸出品目 輸入品目
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ー２

42%

11%6%
5%

5%

31%

輸出

自動車

自動車部品

ゴム製品

建設鉱山用機械

原動機

その他

22%

21%

17%

17%

9%

14%

輸入

LNG

非鉄金属

石炭

原粗油

魚介類

その他



ロシアとの輸出入企業と国内サプライチェーン状況
（帝国データバンク）

15



ロシア貿易がサプライチェーン上
「結びつきのある」企業の割合
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最恵国待遇
（MFN, Most Favored Nation Treatment）

〇通商条約などにおいて、関税などの優遇処置で他国に与え
た一番有利な貿易条件を相手国に恒久的に与えること。

〇全てのWTO加盟国は、全てのWTO加盟国に対し最恵国待遇

を平等に適用することが規定されている。例外として、一時的な
セーフガードや、経済連携協定（EPA）や自由貿易協定（FTA）が
認められている。

〇2022年4月20日ロシアの最恵国待遇を撤回する改正関税暫

定措置法を可決成立（サケの関税率は現行の３・５％から５％
に、カニは４％から６％に上がる。）
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通貨の相違（外国為替）

通貨

変動相場制 ニクソンショック

固定相場制 ブレトンウッズ体制

共通通貨 ユーロ
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基軸通貨

ドル

ユーロ
フランス

独逸

ドル アメリカ

ポンド イギリス

円 日本
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基軸通貨

主要通貨



外国為替決済高の上位10通貨（2019年）

20



ロシア・ルーブル対円レート
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ドル対円レート
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人民元対円レート
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国内取引との違い（ポイント）

差異

国の違い

通貨の違い

取引慣行等の違い 相手が見えずらい

輸送距離が長い

商品の受取と代金支払

との時差 24



国が違う
（言葉、制度（宗教等）、商慣習、政治経済

相違

意思疎通面

法制度

ソブリン

貿易協定

リスク
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貿易協定の体系

自由
貿易
協定

原則
国際間

協定
WTO

例外
複数国
間協定

EU

EPA TPP

FTA
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自由貿易度（貿易の開放）

高い

標準
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EU

EPA(TPP)

FTA

WTO



世界貿易機関（ＷＴＯ）
世界的に自由貿易を推進する機関世界159カ国
の国・地域が参加

1995年設立（本部スイス）前身GATT

WTOの理念・精神

１．自由貿易主義

２．多国間主義

３．無差別主義
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WTOの具体的原則

1．輸入規制の関税化

２．関税の軽減

３．加盟国の平等取扱い

例外 複数国間協定
（FTA EPA NAFTA EU）
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平等取扱いWTO 例外・複数国間協定
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関税の掛り方



WTO設立後の状況

自由貿易交渉の進展の遅延の理由

１．加盟国が１５９カ国になり、意思

決定が困難

２．交渉対象の拡大（関税以外）

３．新興工業国の台頭

４．途上国の経済発展（南北問題）
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WTOの存在意義の劣化

◎国際協定から複数国間協定へシフト

WTO •国際協定

FTA・EPA •複数国間
協定
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33

複数国間協定の認められる条件

原則

10年以内に

貿易額の９０％の関税廃止

例外

残りの10%は、関税存続可

（農業など）



複数国間協定のスタイル

１．FTA・自由貿易協定・地域

関税（物）、非関税障壁を廃止

２．EPA・経済連携協定

FTA＋サービス、金融取引の自由化

３．EU・共同市場・経済同盟

EPA＋労働力・資本なども自由化

34



複数国間協定の内容

区分 物品
関税

非関
税障
壁

サー
ビス

金融
取引

労働
市場

FTA 〇 △

EPA 〇 〇 〇 〇 △

EU 〇 〇 〇 〇 〇
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複数国間協定の歴史

◎1995年以降急増

〇増加の理由

①WTOの交渉遅延

②複数国間協定のメリット

③ＦＴＡのドミノ効果
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世界の主要な経済統合・協力圏
（通商白書2020版）
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自由貿易の必要性

政治面
保護主義の
抑制

経済面
生産効率の
向上
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◎保護主義の抑制
１．世界大恐慌（１９２９年）の反省

国内産業保護⇒関税の強化

⇒世界経済の低迷

２．ブロック経済の危険

大戦の原因（１９４５年）

⇒対立から戦争に突入
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ブロック経済の導入（１９３０年代）

1929年

世界
大恐慌

米国・ドル圏
国内産業の保護 高
関税輸入品の6割

英国・スターリング圏
英国連邦、北欧、
アルゼンチン等

フランス・金圏
オランダ、ベルギー、
イタリア等

日本・円圏
朝鮮、満州、南洋
諸島
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◎生産効率の向上

１５世末（注）の発見

①コロンブス・新大陸（南北アメリカ）

②マゼラン・インド航路

貴金属・香辛料などの大量輸送可能へ

〇新大陸の経営と東インド貿易

[膨大な富の獲得]
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自由貿易と生産量の増大

１．国家間で

２．生産効率を比較

３．相対的に高い商品の

４．生産を特化

⇒生産量が増大

⇒貿易し、利益を共有
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対比表（仏2対1/2 西3対1/3）

比較優位方式の生産量

小麦 ワイン

労働者

人

生産量

袋

労働者

人

生産量

本

フラ
ンス

20 200 180 900

スペ
イン

200 1,800 0 0

合
計

220 2,000 180 900

現状の生産量等

小麦 ワイン

労働者

人

生産量

袋

労働者

人

生産量

本

フラ
ンス

100 1,000
（２）

100 500
（１/2）

スペ
イン

100 900
（３）

100 300
（１/3）

合
計

200 1,900 200 800
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比較優位による自由貿易体制

比較優位よる分業

生産量の増加

自由貿易体制

貿易・利益の共有
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保護貿易の根強い主張

１．マルサス（Malthus 1766年 - 1834年）

食料の安定供給という観点

から国家の関与を主張

２．リスト（List 1789年 - 1846年ドイツ）

産業発展の遅れた段階で自由貿易を

採用すると産業の発展が

阻害されると主張
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TPPの現状

第1期
• オリジナル

TPP12
2016

第2期
• 米国の
離脱
2017

第3期• TPP11発行
2018
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TPPの特徴

（１）高い自由化率（≒１００％）

締結時

貿易量の80％自由化

12年間で

残りの20％も自由化
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•１０年後９０％
の自由化

•１０％の例外

通常の
複数国
間協定

•１２年後100％
の自由化

•例外なし
ＴＰＰ
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